
同じ空の下、どこかで君たちはいつも繋がっています。「末武」の
名の下に集った仲間との絆、大切にしてください。

２年主任 脇本 大亮
ご卒業おめでとうございます。出会いに感謝し、一緒に過ごした

日々がなつかしく感じられます。選んだ道を応援しています。
みさと学級２組担任 原田 朱美

「苦難」に見えるものは、ふりかえってみれば全て「学び」です。
これからも起こることを楽しんで、輝いてください。

２年１組担任 上原真理恵
ご卒業おめでとうございます。これから色々なことにチャレンジして

未来を切り拓いていってください。
２年２組担任 松原 健吉

卒業おめでとうございます。。未来は今の積み重ね。自分の思
い描く未来のために「今」を大切にしてください。

２年３組担任 重安 晃大
平和で民主的な社会の担い手となり、これからの社会を支える

人へと成長されることを願っています。
２年４組担任 伊藤 幸浩

卒業おめでとうございます。小さい1歩でいいので、自分のため
に、自分の夢に向かって歩き続けてください。

２年５組担任 原田 直子
「礼儀の始めは、容体を正し、顔色を斉え、辞令を順にするに

在り」これからのみなさんのご活躍をお祈りしております。
２年６組担任 守田 朋代

ご卒業、おめでとうごさいます。常にｙ＝ｘ＋１(ｘ＝今の自分，
ｙ＝明日の自分)という気持ちをもって頑張っていってください。

２年７組担任 戸﨑 隆雄
御卒業おめでとうございます。それぞれの目標に向かい、これか

らも突き進んでいってください。御活躍をお祈りしています。
２年８組担任 津守 顕智

御卒業おめでとうございます。「元気があれば何でもできる」「健
康第一」でこれからも頑張ってください。

２年９組担任 德光 寿
「日頃がすべて」毎日の積み重ねこそが、いつか大きな力となり

ます。あきらめずにやり続けてください。応援しています。
２年副担任 中谷 康代

後輩のために自分の時間を割いて尽くしてくれたこと、みんなの
お手本になってくれたこと。感謝の気持ちでいっぱいです。

２年副担任 伊藤咲予子
一生懸命やってきたことが「自信」になります。新たな努力を積

み重ね、ますます素敵な人になってください。
２年副担任 有海 花織

子曰く、我十有五にして学に志す。卒業されるみなさん、それぞ
れに志をもって前に進まれることを願います。

1年主任 中杉 秀則
御卒業おめでとうございます。笑ったり、泣いたりしながら、自分ら

しく人生を歩んでください。応援しています。
みさと学級1組担任 森 瑠莉子

ご卒業おめでとうございます。「楽しかった！」と思える３年間を過
ごせたでしょうか。これからも夢に向かって頑張ってください。

みさと学級4組担任 井上 裕子
「人生と音楽はパンとワイン」私の恩師の言葉です。自分の人生

を味わい深いものにする何かをみつけ、末永く付き合ってみてくださ
い。 1年１組担任 中村 泰久
ご卒業おめでとうございます。中学校で学んだことを活かし、これ

からの時代をつくる大人になってください。自分を大切に！
1年２組担任 渡邉 駿

自分が人からされたら嫌だなと思うことは人にはしない。相手を思
う、いたわりの心をもつ人になってください。

1年３組担任 曽根 唯之
「凧が一番高く飛ぶのは、向かい風の時」。きついときこそ成長の

チャンス。空高く、舞い上がれますように。
1年４組担任 加藤 佳子

ご卒業おめでとうございます。現在の科学では時間を止めることも
戻すこともできません。今を大切に生きてください。

1年５組担任 大澤 智幸
夢の実現に向けて、しっかりと歩んでください。みなさんの人生が

自分色で鮮やかに彩られることを心から願っています。
1年６組担任 綾部 沙希

ご卒業おめでとうございます。授業、部活、行事での皆さんのパ
ワーに感動！夢に向かって挑戦していこう！

1年７組担任 田村 公洋
自分らしさと人とのつながりを大切に、これから先の人生を輝かせ
てください。ご卒業おめでとうございます。

1年８組担任 前原 晴香
人生はあなたが主役の映画のようなもの。どんなストーリーになる

かはあなたは次第。ご卒業おめでとうございます！
1年９組担任 宮原 菜穂

同じものを見ても、「もうない(だめ)」ととるか、「まだある(大丈夫)
ととるか…。視点をかえることで、あなたのそばにある大切なものに気
づけます。小さな幸せを大切に… 1年副担任 齋藤 道子
自己実現に向かって、少しずつ､毎日少しずつ、しっかり少しず

つ精進していってください。
1年副担任 吉村 誠司

ご卒業おめでとうございます。夢に向かって進む道はまだまだ始ま
ったばかり。1歩1歩大切に進んでください。

1年副担任 髙木 芳樹
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